
◎議会を傍聴するときは、次のことを守ってください。
　 議員の発言を批判したり、議事を妨害しない。

　 帽子、コートなどを着用したり、かさ、カメラ、録音機などを持ち込まない。

＊傍聴希望の方は、議会事務局へお申し出ください。

　次の定例会は、
　　　　　３月に開催されます
お気軽に傍聴ください。（定員は30名です）
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川内村議会議員一般選挙がおこなわれ、新たな議員が決まりました。川内村議会議員一般選挙がおこなわれ、新たな議員が決まりました。
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議会構成決まる!
議長に渡邉一夫氏が再任、副議長に高野政義氏が就任

　令和５年第４回の臨時議会は11月20日（月）に招集され、

会期を１日間として開催された。この臨時会において、去

る11月12日に執行された川内村議会議員一般選挙後、初の

議会となり正副議長の選任を始め、各常任委員、議会運営

委員、双葉広域市町村圏組合議会議員、公立小野町綜合病

院企業団議会議員、監査委員の議会構成が行われ、議長に

は渡邉一夫氏、副議長には高野政義氏が就任となりました。

なお、各議員の構成は次のとおりです。

〇議　長　渡邉　一夫
〇副議長　高野　政義

●総務常任委員会

　委 員 長　佐久間武雄

　副委員長　久保田裕樹

　委 　 員　志田　　篤

　委 　 員　坪井　利之

　委 　 員　渡邉　一夫

●産業建設常任委員

　委 員 長　井出　剛弘

　副委員長　高野　恒大

　委 　 員　高野　政義

　委 　 員　井出　　茂

●議会運営委員会

　委 員 長　高野　政義

　副委員長　佐久間武雄

　委 　 員　井出　剛弘

　委 　 員　久保田裕樹

　委 　 員　高野　恒大

●双葉地方広域市町村圏組合議会議員

　議　　員　渡邉　一夫

　議　　員　井出　　茂

　議　　員　坪井　利之

●公立小野町地方綜合病院企業団議会議員

　議　　員　志田　　篤

●川内村監査委員（議会選出）

　監査委員　久保田裕樹

就任あいさつ

川内村議会議長　渡邉　一夫
　去る11月20日、臨時議会が招集され、議長職に再任されましたことに対しまし

て、身に余る光栄であり衷心より感謝を申し上げる次第です。

　もとより浅学菲才の身ではございますが、ますます職務の重要性を深く認識

し、川内村の復興創生に向けて、責務の全うに全力を傾注いたす所存です。先般

の議会議員一般選挙で当選しました新たな議員と一緒に村民のみなさまの声を

村当局の政策や要望に繋いでいきますので、今後ともあたたかいご支援とご鞭

撻をお願い申し上げ就任の挨拶といたします。
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議員の議席が決定しました

８番　佐久間武雄

４番　久保田裕樹１番　高野　政義

７番　高野　恒大

10番　渡邉　一夫

５番　井出　　茂

３番　井出　剛弘

６番　坪井　利之

２番　志田　　篤

● ● 議　長議　長　　渡邉　一夫渡邉　一夫        ● ● 副議長副議長　　高野　政義高野　政義



（5）令和６年２月１日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          かわうち議会報            かわうち議会報 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          令和６年２月１日（4）

令和５年第４回定例議会令和５年第４回定例議会
12月14日から15日まで開催12月14日から15日まで開催

12月定例議会12月定例議会

令和５年度補正予算、

条例の一部改正・人事案件など12議案が可決成立

◆定例議会の内容
　令和５年第４回議会定例会は、12月14日から15日までの日程で開催されました。提出議案は、

補正予算５件、条例改正６件、人事案件１件の12議案が審議され、原案どおり可決・承認されま

した。

【第１日目】
　午前９時10分開会、会議録署名議員の指名、会期を２日間と決定、村長から行政報告（要望活動、

各種事業イベントについて、行政懇談会、村表彰式等）、教育長の教育行政報告（第８回川内の郷か

えるマラソン大会、相双教育事務所長への要望活動、モリタロウプール利用者10万人達成等）、井

出剛弘議員から公立小野町地方綜合病院企業団議会報告、秋元則行代表監査委員の例月出納検査

報告のあと、議案が一括上程され、村長から提案理由の説明がおこなわれました。この後、４名の議

員が一般質問を行いました。

【第２日目】
　午前９時15分開会、前日に上程された議案についての審議に移り、補正予算５件、条例改正６

件、人事案件１件の12議案が原案どおり可決され、午前９時37分に閉会しました。

◆令和５年度川内村一般会計補正予算（第４号）
　既定の歳入歳出それぞれ１億2,775万円を増額し、予算総額を52億8,813万４千円とするもの。

主なものは、総務費で災害派遣職員負担金、ドコモ携帯電話基地局管理道路補修費など1,984

万９千円、民生費で電気・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金の増額4,427万２千円、衛生

費でコロナワクチン接種委託料447万２千円、商工費で川内村地域消費振興対策商品券事業など

5,436万３千円、土木費で村道維持補修及び河川補修工事等211万３千円、消防費で双葉地方広

域圏組合消防負担金285万９千円、教育費で光熱水費466万７千円を増額、農林水産業費で416

万５千円を減額計上するもの。

◆令和５年度川内村国民健康保険事業勘定特別会計計補正予算（第２号）
　既定の歳入歳出それぞれ42万６千円を増額し、予算総額を４億9,797万４千円とするもの。

可決した議案
予 算
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主なものは、一般会費における人件費の増額、療養給付費の増加に伴う一般被保険者療養給付費

負担金1,487万２千円、高額療養費支給費負担金100万円の増額計上するもの。

◆令和５年度川内村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計計補正予算（第３号）
　既定の歳入歳出それぞれ70万２千円を増額し、予算総額を１億5,631万円１千円とするもの。

主な補正内容は職員の給与改定に伴い増額するもの。

◆令和５年度川内村介護保険事業勘定特別会計計補正予算（第２号）
　既定の歳入歳出それぞれ586万９千円を増額し、予算総額を４億8,671万１千円とするもの。

　主なものは、職員給与の改定、介護保険システム改修185万２千円、地域包括支援センターの

委託にかかる人件費等401万７千円の増額補正。

◆令和５年度川内村農業集落排水事業会計計補正予算（第４号）
　既定の収益的支出予算総額の変更はなく、給与改定に伴う増額分11万１千円を予備費で調整

するもの。

条　　例
◆川内村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　健康保険法等の一部改正する法律の施行に伴い、国民健康保険の被保険者世帯での妊産婦にお

ける産前産後期間の国民健康保険税を免除するため改正するもの。

◆川内村税特別措置条例の一部を改正する条例
　法人税法及び租税特別措置法施行令の改正により関連する条項の加除を行い、加えて原子力発

電施設等立地地域の振興に関する特別措置法並びに地域経済牽引事業の促進による地域の成長発

展の基盤強化に関する法律の一部改正により、村税特別措置条例の条文中の適用対象者の変更及

び適用期間の延長を図るため改正するもの。

◆村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
　福島県人事委員会より給与に関する報告、勧告が示され、これに準じて年間支給月数を0.1月

分引き上げるため改正するもの。

◆議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　福島県人事委員会より給与に関する報告、勧告が示され、これに準じて年間支給月数を0.1月

分引き上げるため改正するもの。

◆職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　福島県人事委員会より給与に関する報告、勧告が示され、これに準じて職員の期末勤勉手当の

年間支給月数を合わせてを0.1月分引き上げるとともに、若年層に重点を置いて給与月額を平均

0.88％引き上げるため条例を改正するもの。

◆一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
　福島県人事委員会による報告、勧告に準じて特定任期付職員の期末手当の年間支給月数を0.1

月分引き上げるため改正するもの。

◆川内村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
　定数３名のうち１名が令和５年12月19日で任期満了となることから、川内村大字下川内字糠

塚66番地の２　秋元通　氏を再任するもの。
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69 令和５年度川内村一般会計補正予算
（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

70 令和５年度川内村国民健康保険事業勘定特別会
計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

71 令和５年度川内村国民健康保険直営診療施設勘
定特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

72 令和５年度川内村介護保険事業勘定特別会計補
正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

73 令和５年度川内村農業集落排水事業会計補正予
算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

74 川内村国民健康保険税条例の一部を改正する条
例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

75 川内村税特別措置条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

76 村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

77 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

78 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

79 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

80 川内村固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

〇議案の採決状況� 〇：賛成　×：反対　欠：欠席

村からの行政報告
　行政報告としまして９月議会定例会後の村の状況等を報告させていただきます。

　はじめに要望活動についてであります。

　９月20日、土
つ ち や

屋品
し な こ

子復興大臣が復興状況の視察のため本村を訪問されました。当日は、渡邉議

長と共に川内村の現状の説明にあわせて、第２期復興創生期間の残りが２年余りとなることから、

今後の復興・創生に向けた支援につき、復興の度合いによりグラディエーションが生じないこと、

それぞれの地域の声を聞いていただき、ニーズを踏まえ、地域に寄り添った支援の継続等を要望い

たしました。

　10月10日、岩
い わ た

田和
かずちか

親経済産業副大臣が復興状況の視察のため本村を訪問されました。川内村の

現状や課題につき説明を行い、復興支援や森林再生事業の継続と財源確保、電気料・物価高騰への

対応等を要望いたしました。

　次に、各種事業についてであります。

　はじめに９月28日「第２回川内村ぶどう品評会」を開催いたしました。ハウスブドウは、平成

27年から栽培が始まり、現在は50戸以上の生産者が取り組んでおります。当日は、13名の生産者
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から「シャインマスカット」や「ピオーネ」など丹精込めた逸品が出展され、粒の大きさや形、糖

度など８項目で審査され、17房の中から猪狩定
さだかつ

一氏が出品された「ナガノパープル」を村長賞と

して表彰いたしました。猪狩定一氏は２年連続の受賞となります。また、双葉農業普及所長賞には

秋元英男氏の「シャインマスカット」が選ばれ、その他優秀作品３点を特別賞として表彰いたしま

した。生食用ぶどうは生産者が増加傾向にあることから、村の特産品として産地化を目指したいと

考えております。この品評会が生産者の技術向上や生産意欲の向上につながるものと感じておりま

す。

　次に、去る11月５日、かわうち村まつり実行委員会主催による「第９回かわうち祭り-秋の陣-」

が開催されました。当日は渡邉議長はじめ村議会議員皆様にご臨席いただき改めて感謝申し上げま

す。この催しは、昨年に引き続き田ノ入工業団地内を会場に開催され、昨年より200名ほど多い約

2,000人の来場者で賑わいました。

　ステージでは、山木屋太鼓や高田島獅子の伝統芸能のほか、川内フラ教室によるフラダンスやア

ンパンマンショー、本村の観光大使である渡辺俊美氏のコンサートなどで賑わい、企業等による出

店ブースでは新そばをはじめ、特産品の販売や体験イベントも賑わっており実りの秋を満喫されて

おりました。

　また、絆づくり協定を結んでいる士別市の渡辺市長はじめ那珂市、小野町の皆さんにも復興支援

のため駆けつけていただきました。このイベントが交流人口の拡大とともに地域活性化に繋がるも

のと感じております。

　次に、玉川学園との包括連携協定の締結についてでありますが、11月６日玉川学園において、

教育、文化、産業、まちづくり、環境、学術等の分野において、相互に協力することにより、活力

ある個性豊かな川内村の振興及び地域で活躍する人材の育成に資することを目的とした、村と玉川

学園との包括連携協定を締結いたしました。今後、あらゆる分野での連携が進んでいくことを期待

しております。

　次に、令和５年度川内村表彰式は、去る12月７日コミュニティセンターで行われ、功労賞を受

賞された佐久間武雄議員をはじめ行政振興や教育活動に貢献のあった10名の方に特別表彰を贈り、

感謝と御礼を申し上げたところであります。式には、議員の皆様にも御出席を頂きましたこと、改

めてお礼申し上げます。

　最後に、11月14日から12月６日にかけて開催しました行政懇談会についてであります。

　この懇談会は、村の各種施策の取り組み状況等の情報を提供し、各行政区での課題や行政に対す

る意見や要望などをお聞きして、次年度の予算編成に生かすためのものであります。

　第８行政区を皮切りに８会場で実施しましたところ、議会議員の皆様をはじめ120名の村民の

方々の参加をいただき、地域のインフラ整備などのご意見、ご要望を受けたところであります。

教育関係行政報告
　前回以降の教育委員会の行政報告をいたします。

　まず１点目は、「北の大地で交流学校について」であります。昨年までの３年間は新型コロナ感

染症予防のために残念ながら対面での交流が出来ませんでした。今年度は９月19日から22日まで、

川内小中学園５年生７名が北海道士別市を訪問し、市長の渡辺英次様や教育関係者をはじめとする

多くの方々のおもてなしを受けました。士別南小学校での二日間の交流授業では、初めて経験する

大人数での授業に不安や緊張も見られましたが、あっという間に打ち解け合い、コミュニケーショ

ン力を発揮し自分の考えや意見を堂々と発表していました。各種体験や施設見学等では士別市の雄

大な自然や産業、文化を満喫しました。研修全般を通して社会規範や多くの「初めて」を経験し、

貴重な学びの機会になりました。
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　２点目は「第８回川内の郷かえるマラソン大会の開催について」であります。

　去る９月24日に、川内の郷かえるマラソン大会実行委員会主催により開催いたしました。北は

岩手県、南は長崎県から1,273名の選手がエントリーし、当日は1,016名が実走いたしました。今回

も川内優輝選手ファミリー、吉田香織選手をゲストランナーに迎えるとともに村内外の多くのボラ

ンティアに支えられて秋晴れの中、盛会裏に終了しました。川内小中学園の児童生徒も選手として

参加するだけでなく沿道でランナーに大きな声援を送り大会を盛り上げていました。参加議員各位

には、大会役員としてご尽力たまわったことに感謝を申し上げます。

　３点目は、「福島県教育庁相双教育事務所長への要望活動について」であります。

　双葉地区教育長会として、県の来年度の人事、予算編成を見据えて10月27日に「教職員の復興

推進加配及びスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、スクールロイヤー等の配置」、

「特別支援学級設置基準の弾力的運用」、「福島国際研究教育機構（Ｆ-ＲＥＩ）への学校教育との連

携推進の要望」「福島大学との連携強化による福島県教員の確保」等について要望したものであり

ます。

　４点目は、「川内村人権教育研究発表会の開催について」であります。

　川内村は福島県教育委員会の研究委託を受け、昨年度から２年間にわたり、かわうち保育園、川

内小中学園、家庭、地域が一体となり連携し｢人権教育開発事業｣を推進して参りました。

　11月13日に「川内村人権教育研究発表会」が川内小中学園で行われました。県内から約50名の

教育関係者を迎え、４学年と９学年の公開授業と２年間の研究成果の発表後、國學院大學教授の杉

田洋様の講演がありました。

　

　５点目は、「第35回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会への出場について」であります。

　同大会は、福島県内から53チーム834人が出場して11月19日に開催されたもので、川内村は７町

村による連合チーム「希望ふくしま」チームの一員として３名の選手が出場しました。２区の三瓶

友也選手が区間10位、５区の三瓶将哉選手が区間40位、アンカーの16区遠藤大翔選手が区間30位、

チームは５時間51分12秒で総合成績30位と昨年の35位から大きく躍進しました。

　６点目は、「川内村室内型村民プール『もりたろうプール』利用者10万人達成について」であり

ます。

　『もりたろうプール』は、屋外型の村民プールが震災で破損し使用不能となったため、室内型プー

ルとして平成28年４月４日に一般利用を開始し、平成30年８月18日に施設内にスポーツジムもオー

プンしました。現在、株式会社フクシ・エンタープライスが指定管理者として管理しており、これ

まで村民の健康維持、体力づくり、高齢者などの機能回復訓練等に大きな役割を果たしてきました。

オープンから約７年８ヶ月経過した12月５日に利用者が10万人に到達しました。10万人目の利用

者には村長より記念品が贈られました。
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村政を問うここを
質す

一般質問
一 般 質 問一 般 質 問 ４名の議員が村の考えを質す

　今定例会の一般質問は、12月14日に行いました。議員４名から11件の通告があり、「圃

場整備事業」「Ｗｉ-Ｆｉ環境整備」「ＥＶ充電ステーション」「村長選挙」「通信体系の整備」

等について質しました。

　各議員からの質問内容は、次のとおりです。

　以下、質問と答弁を登壇した順にお知らせします。

〇一般質問の内容
通告順 議　員 質 問 事 項

１ 井 出 剛 弘

１．工業団地について

２．畜産について

３．圃場整備事業について

２ 坪 井 利 之

１．医療バス運行について

２．川内村各行政区集会所、Wi-Fi 環境整備について

３．EV充電ステーションの設置について

３ 井 出 　 茂

１．来年度の村長選挙について

２．旧中学校の利活用について

３．あれ・これ市場の施設改修について

４ 高 野 恒 大
１．通信体系の整備について

２．定住できる住環境の整備について

※一般質問は、一問一答方式で行われ質問者の持ち時間は60分以内で行われました。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

坪井　利之議員

医
療
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

質
医
療
バ
ス
は
令
和
４
年
９
月
１
日

か
ら
決
め
ら
れ
た
路
線
を
時
刻
表

に
よ
る
走
行
か
ら
、
予
約
制
で
の
運
行
に

な
り
自
宅
ま
で
の
送
迎
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
令
和
４
年
９
月
定
例
議
会
の
一

般
質
問
に
お
い
て
予
約
制
運
行
の
実
証
等

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

な
ど
に
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
そ
こ
で
次
の
項
目
を
伺
い
ま
す
。

１
．�

令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

８
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
利
用
者

の
実
人
数
と
延
べ
人
数
を
伺
い
ま

す
。

２
． 

各
行
政
区
単
位
の
利
用
状
況
を
伺
い

ま
す
。

３
． 

か
わ
う
ち
の
湯
送
迎
は
医
療
バ
ス
の

井出　剛弘議員

工
業
団
地
に
つ
い
て

質
本
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
農
作
物

も
順
調
に
発
育
さ
れ
、
秋
の
収
穫

も
良
く
出
来
上
が
り
安
堵
さ
れ
て
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
12
月
、
田
ノ
入
工
業
団
地

初
の
（
株
）
リ
セ
ラ
川
内
工
場
が
進
出
さ

れ
竣
工
式
に
招
待
を
受
け
工
場
内
見
学
、

感
激
致
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
突
然
会
社
が
閉
鎖
さ
れ
残
念
で
す
。
工

業
団
地
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
工
業
団
地
の
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
29
年
12
月
か
ら
工
業
団
地
の

第
２
工
区
に
て
操
業
し
て
い
ま
し
た
株
式

会
社
リ
セ
ラ
は
、
経
営
に
か
か
る
資
金
繰

り
が
厳
し
く
な
り
、
事
業
継
続
を
断
念
さ

れ
ま
し
た
。
工
業
団
地
進
出
第
１
号
企
業

と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
、
今
回
の
件
は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
は
、
11
月
13
日
付
け
で
破
産

管
財
人
が
選
任
さ
れ
、
債
権
届
出
の
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
建
設
休
止
中
の
株
式
会
社

農
み
の
り

は
、事
業
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

工
場
建
設
再
開
に
向
け
工
場
施
工
業
者
と

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
、
情
報
を

得
て
お
り
ま
す
。
建
設
工
事
が
再
開
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
、
今
し
ば
ら
く
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
４
工
区
に
立
地
、
操
業
さ
れ
て
い
る

大
橋
機
産
株
式
会
社
は
、
国
の
補
助
金
を

活
用
し
て
今
年
４
月
、
新
た
に
第
２
工
場

を
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
工
場
と
併
せ

順
調
に
操
業
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の

立
地
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
第
３
工
区
に

風
力
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
を
計
画
さ
れ
て
い

る
、
川
内
復
興
エ
ナ
ジ
ー
合
同
会
社
か
ら

今
年
９
月
、
土
地
賃
貸
申
込
書
が
提
出
さ

れ
、
来
年
か
ら
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

県
企
業
立
地
課
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、
工

業
団
地
へ
参
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後
も
企
業
誘

致
が
進
む
よ
う
、セ
ミ
ナ
ー
等
を
活
用
し
、

積
極
的
に
情
報
発
信
や
環
境
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て

質
村
の
基
幹
産
業
で
も
あ
っ
た
畜
産

農
家
は
以
前
、酪
農
家
３
戸
85
頭
、

繁
殖
農
家
32
戸
１
２
０
頭
、
県
、
郡
、
東

北
大
会
な
ど
共
進
会
等
に
出
品
さ
れ
る
な

ど
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時
期
に
第
一
原
子

発
電
所
事
故
が
発
生
、
現
在
、
酪
農
家
１

戸
80
頭
、繁
殖
農
家
８
戸
65
頭
、震
災
後
、

畜
産
農
家
が
減
少
し
村
が
畜
産
農
家
の
再

生
の
為
、
支
援
対
策
と
し
て
牛
の
導
入
、

人
工
授
精
、
受
精
卵
移
植
等
に
補
助
事
業

を
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
状
況

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
「
畜
産
に
つ
い
て
」
で

あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
け
る

畜
産
農
家
へ
の
支
援
と
し
て
、
現
在
、

素も
と
う
し牛

導
入
助
成
事
業
が
４
頭
、
人
工
授
精

費
助
成
事
業
で
９
頭
、
受
精
卵
移
植
助
成

事
業
と
し
て
４
頭
の
補
助
金
申
請
が
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
畜
産
農
家
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
本

村
の
畜
産
振
興
の
た
め
、
引
き
続
き
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

質
原
子
力
被
災
12
市
町
村
農
業
者
支

援
事
業
に
村
当
局
が
圃
場
整
備
実

施
計
画
さ
れ
ま
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
近
く
実
施
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
見
通
し
を
お
伺
い
し
ま

す
。答

３
点
目
の
「
ほ
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
県
営
川

内
地
区
土
地
改
良
事
業
と
し
て
令
和
５
年

３
月
23
日
に
事
業
計
画
が
確
定
し
て
お

り
、
今
年
度
は
事
業
主
体
で
あ
る
福
島
県

相
双
農
林
事
務
所
が
工
事
に
向
け
た
設
計

や
測
量
な
ど
の
各
種
業
務
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の
見
通
し
と
し
ま
し

て
は
、
令
和
６
年
度
と
７
年
度
の
２
か
年

で
、第
１
行
政
区
に
あ
る
後
谷
地
Ⅰ
工
区
、

Ⅱ
工
区
及
び
Ⅲ
工
区
の
３
か
所
を
工
事
す

る
予
定
で
い
る
と
、
福
島
県
相
双
農
林
事

務
所
の
担
当
か
ら
説
明
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
第
２
行
政
区
と
第
３
行

政
区
に
ま
た
が
る
三
合
田
・
中
里
工
区
、

第
４
行
政
区
・
子
安
川
工
区
、
第
５
行
政

区
・
宮
渡
工
区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
設
計

や
測
量
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
第
１

行
政
区
に
続
い
て
順
次
工
事
が
行
わ
れ
て

い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

坪井　利之議員

医
療
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

質
医
療
バ
ス
は
令
和
４
年
９
月
１
日

か
ら
決
め
ら
れ
た
路
線
を
時
刻
表

に
よ
る
走
行
か
ら
、
予
約
制
で
の
運
行
に

な
り
自
宅
ま
で
の
送
迎
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
令
和
４
年
９
月
定
例
議
会
の
一

般
質
問
に
お
い
て
予
約
制
運
行
の
実
証
等

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
課
題

な
ど
に
対
応
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
そ
こ
で
次
の
項
目
を
伺
い
ま
す
。

１
．�

令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
令
和
５
年

８
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
利
用
者

の
実
人
数
と
延
べ
人
数
を
伺
い
ま

す
。

２
． 

各
行
政
区
単
位
の
利
用
状
況
を
伺
い

ま
す
。

３
． 

か
わ
う
ち
の
湯
送
迎
は
医
療
バ
ス
の

空
き
時
間
に
予
約
方
式
に
す
る
こ
と

で
、
そ
の
他
特
定
施
設
利
用
等
へ
の

運
用
も
検
討
し
村
民
の
利
便
性
向
上

に
繋
げ
て
い
く
と
の
事
で
し
た
が
利

用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

４
． 

１
年
間
運
行
し
て
課
題
等
が
見
え
て

き
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
踏
ま

え
て
令
和
６
年
度
の
運
行
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
を

伺
い
ま
す
。

答
１
点
目
の
医
療
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
９

月
か
ら
の
利
用
延
べ
人
数
、
各
行
政
区
単

位
の
利
用
延
べ
人
数
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
長
よ
り
説
明
さ
せ
ま
す
。

　

令
和
４
年
９
月
か
ら
医
療
バ
ス
運
行
を

定
期
循
環
型
か
ら
、
診
療
所
の
受
診
に
合

わ
せ
た
予
約
運
行
型
に
変
え
ま
し
た
。
空

き
時
間
を
運
用
し
て
、
他
の
施
設
利
用
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
趣
旨
か
と

思
い
ま
す
が
、
診
療
所
へ
の
患
者
送
迎
の

他
に
買
物
や
用
足
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

入
れ
て
し
ま
う
と
そ
の
要
件
の
移
送
業
務

に
拘
束
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た

一般質問を真剣に傍聴する第１行政区役員のみなさん
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

井出　　茂議員

来
年
度
の
村
長
選
挙
に
つ
い
て

質
来
年
の
村
長
選
挙
出
馬
に
つ
い

て
、
意
向
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
令
和
２
年
４
月
、
村
民
の
皆
様
か

ら
川
内
村
の
復
興
と
そ
の
先
に
あ

る
新
た
な
村
づ
く
り
と
い
う
大
変
重
い
負

託
を
受
け
、
５
期
目
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
３
年
８
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

就
任
早
々
台
風
19
号
の
被
害
、
度
重
な
る

地
震
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
、
震

災
原
発
事
故
後
の
復
興
創
生
と
併
せ
、
緊

急
時
へ
の
対
応
で
多
く
の
時
間
を
費
や
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
胆
か
つ
き
め
細
や

か
な
施
策
を
、
村
民
や
職
員
、
川
内
村
に

思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
誠
心
誠
意
村
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
内
小
中
学
園
の
整
備
、

企
業
誘
致
、
ワ
イ
ン
や
生
食
用
ぶ
ど
う
、

め
、
予
定
を
組
む
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
結
果
、
通
院
者
の
利
便

性
を
損
な
い
、
利
用
者
離
れ
に
も
繋
が
っ

て
し
ま
う
と
の
懸
念
も
あ
り
、
結
論
と
し

て
医
療
バ
ス
は
、
通
院
利
用
者
だ
け
を
送

迎
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
運
行
上
の
課
題
等
で
あ
り
ま
す

が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
村
内
で
も
深
刻

な
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
村
内
で
行
わ

れ
て
い
る
、
医
療
系
・
福
祉
系
・
教
育
系

移
送
の
運
用
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

れ
ま
す
が
、
現
在
の
集
会
所
利
用
状
況
や

維
持
管
理
費
等
の
費
用
を
鑑
み
る
と
、
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
難
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
独
自
に
導
入
し
て
い
る
防
災

ア
プ
リ
「S

.A
.F
.E

」（
セ
ー
フ
）
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ア
プ
リ
は
、
火

災
が
発
生
し
た
際
に
、
火
災
地
を
い
ち
早

く
消
防
団
員
へ
通
報
し
、
迅
速
な
消
火
活

動
に
繋
げ
る
た
め
導
入
い
た
し
ま
し
た

が
、
本
ア
プ
リ
の
機
能
は
、
火
災
地
を
特

定
し
た
通
報
以
外
に
も
有
用
な
機
能
を
備

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
を
活
用

し
た
防
災
訓
練
を
令
和
5
年
10
月
1
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
を
通
し
て
、
ア
プ

リ
の
操
作
性
や
要
支
援
者
へ
の
対
応
を
含

め
た
、
緊
急
時
対
策
に
つ
い
て
の
課
題
が

顕
在
化
し
ま
し
た
。
今
後
、
課
題
解
決
に

向
け
検
討
を
進
め
、
よ
り
効
果
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
訓
練
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

質
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
具
体
的
な
設
置
場
所
、

時
期
に
つ
い
て
は
予
算
の
確
保
等
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

の
電
気
自
動
車
充
電
の
現
状
を
踏
ま
え
次

の
項
目
を
伺
い
ま
す
。

１
．�

近
年
の
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
は
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、

従
来
の
急
速
充
電
器
で
の
充
電
設
備

容
量
で
は
Ｅ
Ｖ
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

不
便
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

　
　

�　
将
来
を
見
据
え
た
場
合
、
大
出
力

急
速
充
電
器
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

２
． 

設
置
場
所
に
つ
い
て
、
か
わ
う
ち
の

湯
な
ど
長
時
間
滞
在
す
る
場
所
に
は

普
通
充
電
器
の
複
数
設
置
、
短
時
間

滞
在
す
る
商
業
施
設
な
ど
に
は
急
速

充
電
器
の
設
置
な
ど
複
数
場
所
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
村
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

川
内
村
各
行
政
区
集
会
所
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

環
境
整
備
に
つ
い
て

質
先
日
の
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
防

災
ア
シ
ス
ト
ア
プ
リS.A.F.E

を

活
用
し
情
報
の
共
有
が
速
や
か
に
で
き
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、S.A.F.E

は
携

帯
電
話
の
使
用
が
基
本
で
携
帯
電
話
の
電

波
の
届
か
な
い
場
所
と
電
波
が
使
え
な
く

な
っ
た
時
の
使
用
は
難
し
い
と
の
事
で
し

た
。
そ
の
場
合
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
で
の

使
用
に
切
り
替
え
る
事
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
の
事
で
し
た
の
で
、
防
災
本

部
の
拠
点
に
な
る
各
行
政
区
集
会
所
に
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
を
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
が
村
の
対
応
を
伺
い

ま
す
。

答
２
点
目
の
川
内
村
各
行
政
区
集
会

所
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
区
集
会
所
へ

の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
は
、
防
災
面

に
限
ら
ず
、
地
区
住
民
が
「
集
う
場
」
と

し
て
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
わ
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

３
． 

予
算
の
確
保
に
つ
い
て
経
済
産
業
省

は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
の

普
及
促
進
に
向
け
た
充
電
・
充
填
イ

ン
フ
ラ
等
導
入
促
進
補
助
金
を
令
和

５
年
度
は
前
年
度
の
３
倍
へ
大
幅
増

額
し
高
出
力
や
複
数
口
な
ど
急
速
充

電
器
の
普
及
を
後
押
し
て
お
り
、
さ

ら
に
令
和
６
年
度
の
概

算
要
求
額
は
そ
の
２
倍

の
額
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
村
で
は
こ
の
よ
う

な
補
助
金
を
利
用
す
る

こ
と
は
可
能
な
の
か
伺

い
ま
す
。

答
３
点
目
の
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
今
後
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
の
普

及
に
伴
い
、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
は
社
会
の
要
請
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
村
内
に
は
ま
だ
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
一
か
所
も
な
く
、
国
や
県
も
将

来
の
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
向
け
充
電
設
備
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村
と
し
て
も

Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
は
急
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
設
置
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
従

来
の
急
速
充
電
器
が
い
い
の
か
、
議
員
ご

提
案
の
大
出
力
急
速
充
電
器
の
設
置
が
よ

い
か
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
情
報
を
収

集
し
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
、
充
電
器
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
設
置
場
所
に
適
し
た
Ｅ

Ｖ
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
議
員
御
指
摘

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
小
売

店
や
コ
ン
ビ
ニ
等
多
く
の
方
が
利
用
す

る
、
い
わ
ば
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
所
に
は
、

急
速
充
電
設
備
の
整
備
が
、
宿
泊
施
設
な

ど
長
時
間
滞
在
が
想
定
さ
れ
る
場
所
に

は
、
普
通
充
電
設
備
の
整
備
が
合
っ
て
い

る
の
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
今
後
、
設
置
場
所
を
検
討
す
る
際
の
大

切
な
視
点
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。さ
ら
に
、

経
済
産
業
省
の
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
補
助

事
業
の
活
用
に
つ
い
て
で
す
が
、
対
象
設

備
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
も
補
助
対

象
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
他
の
国

の
補
助
金
も
含
め
活
用
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

井出　　茂議員

来
年
度
の
村
長
選
挙
に
つ
い
て

質
来
年
の
村
長
選
挙
出
馬
に
つ
い

て
、
意
向
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
令
和
２
年
４
月
、
村
民
の
皆
様
か

ら
川
内
村
の
復
興
と
そ
の
先
に
あ

る
新
た
な
村
づ
く
り
と
い
う
大
変
重
い
負

託
を
受
け
、
５
期
目
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
３
年
８
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

就
任
早
々
台
風
19
号
の
被
害
、
度
重
な
る

地
震
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
な
ど
、
震

災
原
発
事
故
後
の
復
興
創
生
と
併
せ
、
緊

急
時
へ
の
対
応
で
多
く
の
時
間
を
費
や
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
胆
か
つ
き
め
細
や

か
な
施
策
を
、
村
民
や
職
員
、
川
内
村
に

思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
誠
心
誠
意
村
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
川
内
小
中
学
園
の
整
備
、

企
業
誘
致
、
ワ
イ
ン
や
生
食
用
ぶ
ど
う
、
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

高野　恒大議員

通
信
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

質
現
代
社
会
は
情
報
化
の
時
代
と
言

わ
れ
、
携
帯
電
話
に
よ
る
連
絡
通

信
は
生
活
を
支
え
る
た
め
の
重
要
な
手
段

で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
１
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
、
緊
急
時
の
連
絡

手
段
と
し
て
携
帯
電
話
の
使
用
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
村
は

中
山
間
地
域
特
有
の
地
理
的
条
件
か
ら
、

携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
が
点
在
し
て
お

り
連
絡
通
信
体
制
が
不
十
分
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
村
内
の
不
通
話
地
域
の
解
消
対
策
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
並
び
に
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
再
度
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

い
ち
ご
、
ピ
ー
マ
ン
栽
培
等
の
新
た
な
産

業
の
育
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
国

道
３
９
９
号
線
や
小
野
富
岡
線
の
整
備
、

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
に
努
め
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。お
陰
様
で
帰
村
が
進
み
、

約
８
割
の
方
々
が
村
内
で
の
生
活
を
再
開

し
て
お
り
、
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
村
民
と
議
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
急
激
な
人
口
減
少
と
超

少
子
高
齢
化
、
復
興
の
反
動
減
な
ど
、
厳

し
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
新
庁
舎
整
備
や

旧
中
学
校
の
利
活
用
、
家
計
林
・
部
分
林

の
方
向
性
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
改
革
等
、
与
え
ら
れ
た
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
に
は
、
困
難
を
伴
う
長
い
戦

い
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
幾
多
の
困
難
に
立
ち
向
か

い
、
現
在
の
繁
栄
を
築
い
て
い
た
だ
い
た

先
人
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
し
っ
か
り
受
け
継

引
き
続
き
そ
の
任
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
、
次
期
村
長
選
挙
に
立
候
補
す

る
意
志
を
固
め
、
村
民
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

旧
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

質
旧
中
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
二
点
目
の
旧
中
学
校
の
利
活
用
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

新
庁
舎
等
整
備
の
議
論
と
併
せ
て
、
廃
校

と
な
っ
た
旧
川
内
中
学
校
の
利
活
用
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
今
年
11
月
に
「
川
内

村
旧
中
学
校
等
利
活
用
検
討
委
員
会
設
置

要
綱
」
を
制
定
し
、
委
員
12
名
で
構
成
さ

れ
る
「
川
内
村
旧
中
学
校
等
利
活
用
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
同
委
員
会
に
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
、
坪
井
利
之
議
員
に
参
加
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

12
月
５
日
に
は
、
第
１
回
の
検
討
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
に
対

し
私
か
ら
、
旧
川
内
中
学
校
や
周
辺
の
利

活
用
の
絵
姿
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
令
和

７
年
３
月
を
期
限
と
す
る
諮
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

旧
川
内
中
学
校
等
の
利
活
用
を
考
え
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
今
後
長
期
に
わ
た
り

活
用
し
て
い
く
上
で
ど
の
よ
う
な
機
能
が

必
要
か
、
ど
う
い
う
施
設
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
な
ど
、
未
来
志
向
の
発
想
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
検
討
委
員
会
で
建
設
的
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
ず
は
基

本
的
な
論
点
整
理
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぎ
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、「
生

き
が
い
」
と
「
誇
り
」
を
持
っ
て
、
一
つ

一
つ
の
課
題
を
丁
寧
に
解
決
し
、
一
日
も

早
く
被
災
地
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
子
供

た
ち
や
女
性
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
魅

力
的
な
可
能
性
の
あ
る
村
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
豊
か
さ
や

ゆ
と
り
、
幸
福
度
と
い
う
生
活
の
質
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
田
舎
の
原
風
景
や
自
然
の
恵
み
、
本

村
に
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
る
地
域
の

絆
な
ど
、
村
の
宝
で
あ
る
「
つ
な
が
り
、

思
い
や
り
、
支
え
あ
う
」
を
次
世
代
へ
着

実
に
引
き
継
ぎ
、
村
に
潜
在
す
る
魅
力
を

磨
き
上
げ
交
流
人
口
、
更
に
は
定
住
人
口

を
増
や
し
、
農
林
畜
産
業
や
新
た
な
産
業

に
よ
り
地
域
力
を
高
め
、「
新
生
か
わ
う

ち
」
を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
は
来
春
の
村
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
あ
ら
た
め
て
村
民
の
皆

様
か
ら
御
負
託
を
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、初
心
に
帰
り
、ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
の
下
、

次期村長選挙について、遠藤村長は出馬の
意思を表明し立候補する旨の答弁を行った
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

あ
れ
・
こ
れ
市
場
の
施
設
改
修
に
つ

い
て質

昨
年
Ｒ
３
９
９
十
文
字
ト
ン
ネ
ル

開
通
以
来
、
い
わ
き
方
面
か
ら
の

交
流
人
口
は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
３
月
に
は
県
道
小
野
富
岡
線
、
吉

間
田
工
区
が
完
成
し
、
小
野
町
方
面
か
ら

の
交
流
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

川
内
村
の
ト
イ
レ
の
数
は
こ
れ
ら
交
流
人

口
の
受
入
れ
数
に
対
し
て
、
絶
対
的
に
足

り
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
あ
れ
・
こ
れ
市
場
の
ト
イ
レ

等
の
改
修
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
行

政
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
三
点
目
の
「
あ
れ
・
こ
れ
市
場
の

施
設
改
修
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま

す
が
、
国
県
が
施
工
す
る
「
ふ
く
し
ま
復

興
再
生
道
路
」
の
整
備
に
よ
り
、
主
要
幹

線
道
路
の
幅
員
も
広
く
バ
イ
パ
ス
や
ト
ン

ネ
ル
化
と
な
り
、
本
村
を
訪
れ
る
方
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年
開
通
し
た
十

文
字
ト
ン
ネ
ル
の
影
響
は
大
き
く
、
い
わ

き
市
方
面
か
ら
の
交
流
が
増
え
、
観
光
施

設
の
利
用
も
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

あ
れ
・
こ
れ
市
場
の
施
設
は
平
成
22
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
鮮
な
地
場
産
品

や
地
元
原
料
を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
を
販

売
し
な
が
ら
、
村
の
観
光
の
情
報
な
ど
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
ご
指
摘
の
ト

イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
は
店
舗
面

積
に
見
合
う
設
計
で
建
設
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
、
来
村
さ
れ
る
観
光
客
の
増

加
が
想
定
さ
れ
公
衆
ト
イ
レ
が
必
要
と
な

る
場
合
に
は
、
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、

敷
地
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高野　恒大議員

通
信
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

質
現
代
社
会
は
情
報
化
の
時
代
と
言

わ
れ
、
携
帯
電
話
に
よ
る
連
絡
通

信
は
生
活
を
支
え
る
た
め
の
重
要
な
手
段

で
あ
り
ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
は
、
１
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
、
緊
急
時
の
連
絡

手
段
と
し
て
携
帯
電
話
の
使
用
は
不
可
欠

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
村
は

中
山
間
地
域
特
有
の
地
理
的
条
件
か
ら
、

携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
が
点
在
し
て
お

り
連
絡
通
信
体
制
が
不
十
分
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

令
和
２
年
６
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
村
内
の
不
通
話
地
域
の
解
消
対
策
に

つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
並
び
に
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
再
度
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

答
１
点
目
の
、
通
信
体
系
の
整
備
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
携
帯
電
話
は
緊
急
時
の

連
絡
や
日
常
生
活
の
中
で
の
情
報
収
集
手

段
と
し
て
非
常
に
重
要
な
通
信
手
段
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
通
信
環
境
は
今
や
生

活
イ
ン
フ
ラ
な
ど
と
同
じ
社
会
の
基
礎
イ

ン
フ
ラ
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
社
会
・
経
済
事
情
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
生
活

環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
本
村

の
よ
う
な
中
山
間
地
域
の
通
信
環
境
は
、

首
都
圏
や
県
内
都
市
部
と
比
べ
十
分
で
は

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
新
し
い
生
活
様

式
の
中
で
求
め
ら
れ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
や
行

政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
の
解
消
に
向
け
た
環
境
の
整
備
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
民
間
通
信
事
業
者

に
よ
る
基
地
局
の
整
備
な
ど
も
進
み
、
現

在
、
利
用
で
き
る
携
帯
通
信
の
会
社
も
４

社
と
な
り
、
村
内
の
不
通
話
地
域
も
一
部

を
残
し
解
消
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
不
通
話
区
域
の
解
消
を
め
ざ
し
、
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こ
こ
が

こ
こ
が

聞聞
き
た
い　

議
員

き
た
い　

議
員

４４
名
が
登
壇

名
が
登
壇

国
や
各
携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し
整
備
要

請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

定
住
で
き
る
住
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

質
本
村
は
過
疎
化
の
傾
向
が
著
し

く
、
地
域
の
活
性
化
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
段
と
し
て
、
村

外
者
と
の
交
流
や
移
住
定
住
対
策
は
有
効

な
手
段
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
村
の
現
状
は
移
住
者
が
定
住
を
希
望
し

て
も
住
む
場
所
の
確
保
が
困
難
、
経
済
的

な
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ

の
実
現
が
極
め
て
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
短
期
的
な
滞
在
も
含

め
移
住
者
に
対
し
て
定
住
支
援
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
村
長

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
２
点
目
の
、
定
住
で
き
る
住
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
、
で
あ
り
ま
す

が
、
村
で
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら
の
復
興
に

向
け
、
移
住
定
住
対
策
を
実
施
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
移
住
希
望
者
が
村
内

に
短
期
で
滞
在
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た

め
、「
移
住
お
試
し
滞
在
支
援
補
助
金
」

を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
「
川
内
村
移

住
・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
短
期

滞
在
を
希
望
す
る
方
へ
の
選
択
肢
を
増
や

す
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
を
活
用
し
た
お
試
し
居
住
事
業
【
月

光
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
Ｕ
】
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
地
域
力
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
帰
還
促
進
と
併
せ
新
た
な
活
力

を
呼
び
込
む
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
社
会

の
要
請
に
応
え
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
今
以
上
に
空
き
家
を
利
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

空
き
家
の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
空

き
家
の
調
査
や
所
有
者
へ
の
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
の
積
極
的
な
周
知
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
貸
し
手
側
へ
ど
の
よ
う

な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

過疎地域における交流事業は地域活性化のひとつ。写真は移住・定住の窓口となっているかわうちラ
ボで作成した、空き家バンクのガイドブック。手続きの流れや村内情報も掲載されている
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令和５年　第３回臨時会　10月12日開催令和５年　第３回臨時会　10月12日開催
令和５年度一般会計補正予算、農業集落排水事業会計

補正予算、工事請負契約の３議案が可決

　令和５年第３回議会臨時会は、10月12日開催されました。本臨時会では、令和５年度一般会計

補正予算、農業集落排水事業会計補正予算、工事請負契約の３議案が審議され、原案どおり可決さ

れました。

◆議案第65号　令和５年度川内村一般会計補正予算（第３号）

◆議案第66号　令和５年度農業集落排水事業会計補正予算（第３号）

◆議案第67号　工事請負契約の締結について「第30号農業用施設等改修工事（大蛇の神～大柳地区）」

【議案の主な内容】

・�議案第65号は、県営事業で実施される圃場整備事業において、換地計画原案の作成業務委託料及び

被害により河川及び農林道の被害復旧費用として増額補正するもの

・�議案第66号は、農業集落排水事業会計において、特別会計から公会計に移行したため、その余剰金

を一般会計に繰出もの

・議案第67号は、老朽化に伴う水路工事を福島再生加速化交付金事業により実施するもの

　契約先は大和田建設株式会社　請負額は7,821万円

可決された議案
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議会議員の紹介、議会構成、議会日程、議会だよりはもちろん、

議会内容を記録した会議録も見られます。ぜひご覧ください。

http://www.kawauchimura.jp/page/dir000045.html

川内村議会

請
願
と
陳
情
の
方
法
は…

　

近
年
、
請
願
や
陳
情
が
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
請
願
書
や
陳

情
書
は
議
会
に
提
出
す
る
公
式
な

書
類
で
す
か
ら
、
法
律
的
に
定
め

ら
れ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
形
式

的
要
件
と
い
い
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
受
理
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
請
願
書
の
書
き
方

①
表
紙
に
請
願
の
表
題
と
紹
介
議

　員
の
証
明
捺
印

②
次
頁
か
ら
件
名
、
請
願
の
趣
旨

　（理
由
）、
請
願
年
月
日
、
請
願

　者
の
住
所
氏
名
（
請
願
者
は
複

　数
で
も
可
）
捺
印

③
最
後
に
、
議
会
議
長
〇
〇
〇
様

　と
記
載
す
る

　以
上
の
形
式
的
要
件
を
ひ
と
つ

で
も
欠
い
て
い
る
場
合
は
、
受
理

さ
れ
ま
せ
ん
。

　な
お
、
受
付
の
締
切
り
は
、
各

定
例
議
会
開
催
月
の
前
月
末
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
村
の
定
例
議
会

の
開
催
月
は
三
月
、
六
月
、
九
月
、

十
二
月
で
す
か
ら
、
締
切
り
は
二

月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各

月
末
と
な
り
ま
す
。

　

◆
陳
情
書
の
書
き
方

　陳
情
書
に
は
議
員
の
紹
介
は
い

り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は

請
願
書
と
同
じ
で
す
。
な
お
、
陳

情
は
議
員
で
の
採
択
は
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
請
願
で
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　◆
様

　式

　請
願
書
は
次
の
様
式
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

令
和

議会ホームページもご覧ください議会ホームページもご覧ください


